


佐賀城下で活動した忠吉とその一門は、江戸時代を通じて100人を超える刀工を輩出し、隆盛を極めました。肥前刀と呼ばれるその作品は 
「最上大業物」といわれる最高級の評価付けをされるものも作られ、将軍家への贈答用として用いられました。 
この展覧会では、歴代忠吉とその一門の作品を紹介し、併せて、鎌倉時代から室町時代の名刀を紹介するものです。今回の中心となるのは、 

文禄・慶長の役で連れてこられのちに鍋島直茂の祐筆
ゆうひつ
(書記)となった洪浩然の刀と伝わるものや、幕末に活躍した江藤新平の刀など佐賀ゆか

りの作品です。佐賀県内の刀剣展としては、平成16年に開催しました「よみがえる肥前刀」以来の大規模な展覧会となります。佐賀が生んだ
名刀の数々をお楽しみください。 






